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マ
大
名
調
度
と
し
て
の
歌
書

江

μ時
代
以
来
の
尼
恨
徳
川
家
の
道
具
帳
に
は
、
「歌
川
」

と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
こ
こ
に
は
、
い
わ
ゆ
る
歌
に
つ

い
て
の

A
物
だ
け
で
な
く
、

『源
氏
物
市
」
を
は
じ
め
と
す

る
平
安
引
の
物
語
を
小
心
に
代
表
的
な
し
r
H
典
文
学
川
が
な
ら

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ト
リ
唱
に
属
す
る
写

本
の
名
口
川
や
、
代
日
跡
の
美
し
さ
、
料
紙
や
表
紙
な
ど
装
「
の

長
を
屯
川
附
し
た
名
市
家
の
子
に
よ
る
写
本
、
さ
ら
に
豪
華
な

し

Lι
っ
た
ん

1

H

叫
絵
の
乃
物
箪
笥
に
納
め
ら
れ
た
も
の
な
ど
、
代
日物
と
い
う

よ
り
、
調
度
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
装
飾
性
の
山
い

A
物
で

す

「杭
」
に
象
徴
さ
れ
る
千
安
則
の
利
な
世
界
は
、
支
配
階

級
の
象
徴
と
し
て
大
名
迫
貝
の
な
か
に
受
け
継
が
れ
た
の
で

4
ヲ

今
川
は、

『源
氏
物
語
』
な
ど
も
合
め
、
大
名
調
度
の
な

か
で
、
「枇
』
」
と
呼
ば
れ
た
』
物
を
小
心
に
約
介
し
ま
す
。

つ

な

＆

り

に

い

且ご
み

三
代
出
恨
滞
主
徳
川
綱
誠
の
正
室
新
羽
（

二
ハ
4h
問
i
九

一）
の
川
崎
乃
は
、
卒
保
十
凹
年
ご

ヒ
二
九
）
に
「
御
文
時
」

に
納
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
時
絵
の
容
器
に
納
め
ら
れ
た
』
物

な
ど
、
調
度
と
し
て
過
し
た
も
の
は

「御
文
庫
」
か
ら
持
ち

山
さ
れ
ま
し
た
そ
の
う
ち
、

『犬
木
和
歌
抄
』

（
江
戸
川
川

ιむ
ら

か

た

か

3
A

代
前
則
勺
）
を
合
む
こ
件
は
、
九
代
滞
主
宗
川
町
の
正
宰
一好
打

（

じ
三
0
1
じ
八
）
の
調
度
と
し
て
川
び
使
川
さ
れ
ま
し

た

『犬
木
利
杭
抄
』
は、

『万
民
集
』
以
降
、
鎌
食
時
代

ま
で
の
利
歌
の
内
、
川
川
ト
ド
け
の
歌
集
に
も
れ
た
作
品

て
力
八
千

円
を
収
糾
し
た
大
獄
集
で
す

同
じ
く
こ
代峰山
主
綱
誠
の
側・
宅
で
間
代
務
h
tH通
の
生
吋

と
な

っ
た
本
が
院
（

一
六
六
日

1
．
じ
一ぺ
九
）
の
版

A
の
う

ち、

『万
民
民
』
は
じ
め
六
件
の

A
物
は

「御
文
咋
」
へ
、

『似
氏
物
訴
』

（三
条
阿
・
家
本
）
・

「源
氏
物
一北川
』

（桁
巴・本
）

の
二
件
は
、
数
寄
屋
の
道
リ
パを
竹

mす
る
茶
道
庁
に
移
さ
れ

ま
し
た
そ
の
後

『万
民
集
」
は、
「御
文
咋
」
か
ら
持
ち
出

さ
れ
、
江
戸
出
般
の
調
肢
と
し
て
使
川
さ
れ
ま
し
た

「J
一条

西
家
本
」
は
、
疎
開
定
家
が
校
訂
し
た
写
本

「じ
け
よ
紙
本
」

系
の

『源
氏
物
語
』
で
、
巻
末
に
三
条
阿
実
院
の
拠
代
け
が
あ

り
、
天
文
二
年
（

一
五
三
三
）
に
係
主
紋
（

一
丘

一一

l
じ

九
）
が
数
人
の
予
を
附
り
て
』
写
を
終
え
た
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
ま
た
、
「紹
巴
本
」
も、

「k
H
表
紙
本
」
系
の

『源
氏
物

誌
に
で
、
「
桐
伝
」
の
巻
の
巻
末
に
、
述
歌
師
川
ヒ
村
紺
巴

（
一

五
二
五
i
一
六
O
二
）
の
天
正
八
年

（
一
丘
八

O
）
の
’
MNA

が
あ
り
ま
す

行
地
に
金
泥
で
草
花
を
怖
い
た
表
紙
の

『源
氏
物
語
』
（江

戸
時
代
初
則
写
）
の
納
め
ら
れ
た
、
金
持
絵
の

A
物
市
街
は
、

い
r
し

ニ

い

蒔
絵
の
家
紋
か
ら
但
馬
問
山
石
滞
、
．
上
小
出
家
山
身
の
尼
張
滞

家
老
成
瀬
正
税
（
て
ハ
三
九
1
一
じ
O
一一
一
）
の
夫
人
の
婚
礼

調
度
と
批
定
さ
れ
、
の
ち
滞
に
納
め
ら
れ
た
も
の
と
忠
わ
れ

ま
す
。『古

今
集
』
に
始
ま
る
納
棋
利
政
集
、
〈
し
二
十

一
一般を

『二

卜

一
代
集
」
、
円
以
初
の
八
純
を

『八
代
集
』
と
呼
び
ま
す
が
、

ど
ち
ら
も
川
町
礼
調
度
と
し
て
抱
え
ら
れ
た
こ
と
の
多
い
、
北

木
的
占
物
で
す
。

大
名
制
度
と
し
て
川
い
ら
れ
た
、
一
対
催
、
優
美
な
代
日物
の

世
界
を
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

A

マ
雑
賀
重
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収
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歌
書
展

純
白
市

H

士山以
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誠
H

H
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、
和
歌
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の
収
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研
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て

二
卜

一
代
集

車
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t
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知
ら
れ
た
純
白
屯
良
氏
（

一
九

O
O
i
八
一ニ
）
の
旧
政
川
で、

近
代
短
歌
を
小
心
に
、
江
戸
川
代
の
刊
本
、
写
本
か
ら
近
現

代
の
維
誌
ま
で
和
歌
に
附
す
る
品
川
知

・
維
誌
が
網
羅
的
に
収

集
さ
れ
、
約

一
万
五
千
点
に
お
よ
び
ま
す

紙
作
一
屯
良
氏
は
、
名
ト
H
屋
市
に
生
ま
れ
、
作
く
し
て
利
歌

に
関
心
を
持
ち
、
「日
本
枇
代日
午
去
」
の
編
纂
を
ぶ
し
て
、
長

年
和
歌
川
の
収
集

・
研
究
に
あ
た
ら
れ
、

川
和
問
卜
八
年

（
一
九
七
三
）

C
B
C
ク
ラ
ブ
文
化
貨
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

出
仮

－
J

一川
の
利
歌
川
研
究
は
、

『出
三
歌
川
年
ぷ
」

（附

利
問
卜
八
年
川
）
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た

制
作
一屯
良
氏
の
没
後
、
ご
治
政
に
よ

っ
て、

附
利
目
卜
八

年
卜
・
一川
に
法
ト江
文
咋
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
こ
れ
ま
で
法

左
文
咋
で
厳
乃
の
棺
聞
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
川
、
収

集
歌
代
け
か
ら
代
ぷ
的
な
も
の
を
ド4

と
し
て
、
出
一不
い
た
し
ま

す
近
世
の
歌
川
の
収
集
は
、
歌
集
や
注
釈
代
け
な
ど
の
枇
学
代
日

の
川
本
や
VV
本
は
も
ち
ろ
ん
、
一
州
本
や
利
激

・
托
歌
の
詠
引

に
ま
で
及
び
ま
す
と
く
に
出
張

・
三
川
の
如何
歌
代日
の
収
集

に
勿
め
ら
れ
た
結
決
、
近
世
の中
l
地
万
の
、

和
歌
を
小
心
と

し
た
文
芸
市
助
を
知
る
た
め
の
口
重
な
資
料
と
な
る
と
思
わ

れ
ま
す

と
く
に
興
味
深
い
の
は
、
長
υ山
屯
教

・
市一及
川
父
乙
J

の
托
歌

一川
件Mm
－b小山
『十判
ハむ
t
J
2－疋
，t
ムけ
いl
v河
川
J
え
ま
、

，丘区比
似
てb
』出

j
q
H
i町
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H
et
n
J
d
w
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大
円
上
新
川

（別
海
部
川
飛
山
村
）
の
地
、．t
で
、
屯
教
（
l

－

八
間
二
）
は
足
一附
絞
れ刈
・
長
雌
と
り
し、

打代
歌
を
好
ん
で
い
ハ
樹

av

晶、一、．0u’リ

川間
れ
川
相
叫
し
ら
に
川
市
什
し
ま
し
た
屯
向
（

1
．
八
仁
九
）

は
和
歌
を
好
み、

出
張
滞
の
川
内
r
行
柏
松
山
戊
’
川
に
人
川
し、

「松
之
－
ド
」
と
り
し

ま

し

た

民
代
日
『山
修
鉱

・
同
附
録
』

の
汗
行
で
も
あ
り
ま
す
屯
教
の
父
悦
胤
（
l
一
八

O
－一
）

も
俳
請
に
縦
し
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
代
々
文

学
肱
川町
盟
か
な

一
族
だ

っ
た
と
い
え
ま
す
本
批

A
併
は
、

長
出
家
と
出
恨
の
丈
化
人
た
ち
と
の
交
流
や
活
動
を
知
る
上

で
、
多
く
の
材
料
を
山
供
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う

r 

な

ぉ
、
長
同
門
家
に
伝
米
し
た
膨
大
な
十
日
文
乃
は
、
海
阿
川
飛
れ
川

村
大
宝
家
資
料
（
長
国
家
は
明
治
に
大
宝
に
改
姓
）
と
し
て

名
占
屋
市
防
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す

川崎代
日
の
小
で
よ
り
多
く
を
占
め
る
の
は
、
近
代
の
川
裕

・

維
誌
矧
で
あ

っ
て、

代日
慨
は
」
ハ
丘
一二
ヒ
タ
イ
ト
ル
に
お
よ
び

ま

す

そ

の

う

ち
、
と
く
に
注
け
さ
れ
ま
す
の
は
、

明
治
以

降
の
間
人
歌
集
の
多
さ
で
、

一
間
二
三
附
を
数
え
ま
す
。
多

い
順
に
い
く
つ
か
あ
げ
ま
す
と
、
与
謝
阿
川
H
川
ιJ
（
一
八
じ
八

i
一
九
問
二
）
が

一
O
hハ
川
、
次
い
で
行
川
啄
木

（
一
八
八

E
l
一
九

士

乙

が
九
五
附
、
七
日
井
川
（

一
八
八
六

i
一
九

六

O
）
五
九
川
、
北
原

h
秋
（

一
八
八
五

l
一
九
州
二
）
と

行
山
牧
本
（

一
八
八
五

i
一
九
二
八
）
が
各
コ
．九
附
と
な
り

ま

す

近

代
歌
人
に
対
す
る
維
引
屯
良
氏
の
思
い
が
う
か
が

わ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
と
く
に
う
謝
野
川

F
の
第

一

歌
集

「
み
だ
れ
髭
」
は
一ぺ二
川
を
数
え
、
近
代
日
本
人
の
川

で
愛
好
さ
れ
た
こ
と
と
と
も
に
、
制
川
口
氏
の
川
H
H
H

収
集
の
な

欲
が
感
じ
ら
れ
ま
す

州
人
歌
集
に
次
い
で
数
の
多
い
伝
記
（
九
二

O
附
）
の
小

で
も
、
行
川
啄
木
ご
J

一．川
、

・ドハドJ
謝
阿川け川
乙』
三

O
川
、
佐
川
売

上円
二
九
川
、
正
問
乙J
胤

（
一
八
六
ヒ

1
一
九

O
二
）
二
じ
川
、

渡
辺
市
山

（
一
七
九
三

1
一
八
間

二

二
丘
附
と
い
う
よ
う

に
、
同
郷
の
山
人
伝
と
と
も
に
、
歌
人
の
伝
記
の
多
さ
が
け

立
ち
ま
す

和
歌
関
係
の
休
日
仙
も
、

山川に
Mm少
と
な

っ
た
も
の
も
什
ま

れ
て
お
り
、
資
料
的
に
も
大
変
口
屯
な
も
の
と
山
わ
れ
ま
す

ま
た
、
大
正
・
附
利
前
則
の
知
歌
維
誌
の
ぷ
’紙
絵
が
、
の
ち

に
大
・
気
と
な
る
州
家
た
ち
に
よ

っ
て
捕
か
れ
て
お
り
、

川悦
党

的
に
も
大
変
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す

今
川
の
凶
覧
会
で
は
、

代わ
いぶ
的
な
も
の
の
、
ご
く

一
部
を

民
一ポ
い
た
し
ま
す
の
で
、
維
刊
一屯
良
川
政
代日
の
全
符
に
つ
き

ま
し
て
は
、

日
対
（
今
年
度
川
行，
γ
定
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
な
お
、

千
成
卜
年
度
に
公
開
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
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一大名調度としての歌：占一歌三It

『夫
木
和
歌
抄
』
三
七
冊

書
物
箪
笥
は
、
「
秋
野
」
の
意
匠
に
、
摂
家
近
術

家
の
「
菊
折
枝
」
の
紋
様
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
近
衛
家
久
の
娘
で
九
代
落
主
宗
陸
正
室
好

君
の
調
度
と
し
て
新
調
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

・展示室

4 



・展示室

「み
だ
れ
髪
』
各
積

与
謝
野
晶
子
の
第

一
歌
集
。
明
治
三
四
年
（

一
九

O
こ

か
ら
昭
和
四
八
年
（

一
九
七
三
）
ま
で
に
刊

行
さ
れ
た
三
六
種
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

・『~・，酬F一一
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「
藩
士
名
寄
」
所
収

津
田
新
十
郎
家
文
書
に
つ
い
て

υ山
懐
漏
に
は
、
武
山
氏
を
は
じ
め

E
十
家
を
必
す
戦
回
大

名
・
織
盟
則
大
名
の
川
家
肌
や
、
そ
の
チ
孫
が
滞
士
と
し
て

仕
え
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
滞
士
の
家
は
、
戦
国
大
名

・
織
位
則
大
名
か
ら
の
文
力
を
多
く
持
ち
伝
え
て
い
た
と
忠

ム也
川
昆
・む

わ
れ
る
。
し
か
し
、
厄
張
部
の
制
製
し
た

「似
倣
線
御
黒
印

vv」
が
、
初
代
尼
張
滞
主
徳
川
北
直
の
務
士
に
宛
て
た
黒
印

状
（
領
地
宛
行
状
）
の
集
成
で
あ
る
よ
う
に
、
尾
張
滞
は
歴

代
滞
主
が
出
し
た
文
乃
以
外
の
、
滞
士
の
家
伝
文
占
に
は
関

心
が
峠
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
岐
川
士
か
ら
系
諮
や
由
緒
壮
一
M

（先
制
A
）
を
拠
出
さ
せ
て
い
る
が
、
家
伝
文
訂
そ
の
も
の

を
A
き
上
げ
さ
せ
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「源
倣

綴
御
見
印
写
」
編
纂
に
付
随
し
た
出
絹
川
の
集
成
で
あ
る

し
り
ん

「似
敬
服
御
巣
印
由
緒
代
日」
、
精
士
の
系
部
集
で
あ
る

『士
林

三
七
か
い

灯
姻』

、同
じ
く
系
訴

・
略
歴
の
集
成
で
あ
る

「峰
山
士
名
寄
」

な
ど
、
厄
張
滞
の
編
築
物
に
は
、
崎
市
士
の
家
伝
文
u
H
M

が
わ
ず

か
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
乃
に
つ
い
て
は
、
山

屯
な
史
料
と
し
て
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
。

津
田
新
十
郎
家
文
書

今

M
と
り
あ
げ
る
家
伝
文
川
は
、
尼
張
滞
士
沖
田
新
十
郎

－一本
文
代
け
で
、
連
左
文
庫
所
蹴

「滞
＋
し名
寄
」
（
目
録
番
号

一
四

一
l
一一
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
蓬
左
文
庫
で
進
め
ら
れ
て

い
る
同
』
の
制
刻
が
契
機
と
な

っ
て
見
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

「漏
士
名
寄
」
の
第
七

一
川
の

「
つ
の
丘
家
訴
」
の
部
に

は
、
津
田
新
十
郎
信
第
が
船
出
し
た
・家
説
、

＠
「
先
制
よ
り

代
々
家
督
相
続
之
者
、
隠
居
家
督
病
死
年
片
H
例
年
令
H
H
川

」（克
政
九
年
三
月
付
）、
＠
「
津
間
氏
家
訴
」
（
同
八
年
正
月
付
）
、

＠
「
家
訴
」
（
同
九
年
正
月
付
）
の
三
極
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

同
家
の
家
伝
文
』
が
収
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、

＠

「
家
訴
」

の
庇
代
略
歴
の
目
頭
、
新
十
郎
正
盛
の
記
事
の
巾
で
あ
る
。

前
後
の
関
係
記
事
も
合
め
て
、
・
一
家
伝
文
u
H
け
を
紹
介
す
る

（u
山
附
）
翌
年
J
2t大
坂
J

能
登
、
売
占
公
J

御
礼
中

上
候
処
、
正
盛
儀
尼
張
訂
正
悦
問
、
出
州
－山
領
知
可
給

候
由
ニ刷
、
川
知
行
六
百
姶
石
版
之
、
布
米
印
同
年
八
川

三
日
賜
之
所
持
仕
幌
、
写
・花
之
迎
御
座
候
、

（文

A
1
州
比四
禿
古
米
印
状
写）

出
張
回
け
訓
郡

五
百
六
始
弐
石
九
午
丘
升

いけ川
尾
村
内
、
間
給
ヒ
石

｛定
帥

あ
ん
し
村
内
、
ム
円
六
百

始
石
市
引
、
令
扶
助
詑、

全
可
領
知
者
也
、

文
禄
凹

八
月
三
品

）

（註）

「印
大
サ
如
此
、

文
字
不
知
、
」

津
田
新
卜
郎
と
の
へ

秀
吉
公
詑
去
後

戸
怯
川
U
鉱
山
崎
）

権
現
械
d

被
刀
回
出

A

日
ド
忠
－

u

性ぃ日
M
院
掠
A

相
助
候
械

－一と
の

上
怠
〆
相
助
、
店
長
六
年
五
日
州
H

性
同
院
械
よ
り
知
行
分
御
朱
印
被
下
世

所
持
仕
候
、
一
与
左
之
通
御
出
版
、

（文
川
2

松
平
忠
k
H

米
印
状
写
）

知
行
方
目
録

Jι
u
H刊
叶
1
m
M
W川

t
t

’a
AJ
t－J

、〆i

・2
4

一
、
五
百
六
治
参
石
い
け川
出
村
之
内

一一H

刑
判

一
、
山
給
ヒ
石

市
出
洲
村之

内

ム
n
」
ハ
百
的
行

右
、
令
扶
助
詑
、
全

吋
被
傾
知
内
也
、

店
長
六
年

h
P

R
川
州
且
竹
中

（一訂）

「御
印
大
サ
如
此
、

文
字
勝
宝
卜
制
見
似
、
」

沖

m新
十
郎
股

（後
略）

文
禄
四
年
八
月
三
日
付
秀
吉
朱
印
状
写

（七
頁
写
真
）

二
週
の
文
乃
の
宛
名
の
津
田
新
十
郎
正
盛
は
、
系
諮
に
よ

れ
ば
、
厄
張
岩
倉
城
主
織
田
信
安
（
号
玉
甫
）
の
四
男
で
、

・
甘
ん
文
元
年
（

一
六
六
こ

七
九
才
で
亡
く
な

っ
て
い
る
の
で
、

天
正
十

一
年
（

一
五
八
三
）
生
ま
れ
で
あ
る
。
父
信
安
が
、

岩
倉
城
を
追
わ
れ
た
の
ち
、
天
正
十
九
年
八
五
才
で
亡
く
な

っ
た
と
の
家
伝
を
信
じ
れ
ば
、
正
盛
は
信
安
ヒ
ヒ
才
の
子
と

な
る
。
正
晴
の
す
ぐ
上
の
兄
、
僧
正
仲
の
生
ま
れ
は
天
文
八

年
（

一
五
三
九
）
と
あ

っ
て
、
兄
弟
の
年
令
差
が
四
四
才
と

な
り
、
信
安
と
正
峰
の
間
に
一
代
を
世
か
な
い
限
り
、
不
自

然
と
忠
わ
れ
る
。
た
だ
、
正
盛
が
仕
え
た
尾
張
藩
主
徳
川
義

庄
が
、
「織
田
の
嫡
孫
、
尾
張
の
故
家
」
と
し
て
正
慌
を
優
遇

し
た
こ
と
か
ら
み
て
、
正
慌
が
何
ら
か
の
理
由
で
信
安
の
子

と
し
て
後
を
継
ぐ
こ
と
と
な

っ
た
と
推
測
す
る
ほ
か
な
い
。

さ
て
、
文
書
1
の
禿
士
円
朱
印
状
写
は
、

折
紙
と
椛
定
さ
れ
、

原
文
』
に
ほ
ぼ
忠
実
に
筆
写
さ
れ
て
い
る
。
文
禄
凹
（

一
五

九
五
）
年
八
月
に
、
秀
吉
は
追
放
し
た
関
白
芳
次
の
旧
領
尾

帰
国
内
の
武
士
や
寺
社
に
朱
印
状
で
領
地
を
給
与
し
た
。
沖

旧
正
慌
に
け
羽
郡
内
で
六

一
O
石
を
給
与
し
た
秀
吉
朱
印
状

写
は
、
八
月
三
日
付
で
あ
る
が
、
同
日
付
の
朱
印
状
の
多
く

は
熱
出
代
官
加
藤
氏
や
寺
院
な
ど
に
宛
て
ら
れ
た
。
7
－他
方、

花
松
正
古
や
沢
井
縦
重
な
ど
武
名
の
高
い
尾
張
衆
に
は
、
後

く
れ
て
八
川
八
日
付
の
朱
印
状
で
領
地
が
給
与
さ
れ
た
。
家

伝
に
よ
れ
ば
、
正
盛
は
当
時
数
え

一
三
才
で
何
ら
武
功
も
な

く
、
応
仁
の
乱
以
前
に
織
田
氏
の
嫡
流
で
、
守
護
代
を
世
襲

し
て
、
守
諮
斯
波
氏
に
次
ぐ
尾
張
の
名
門
で
あ
っ
た
岩
倉
系

繊
同
氏
の
子
孫
に
対
す
る
、
禿
吉
の
好
迎
に
よ
る
も
の
と
般

測
で
き
よ
う
。

盟
臣
秀
吉
か
ら
津
田
正
盛
に
与
え
ら
れ
た
領
地
は
、
高
屋

村
（
現
江
南
市
）
五
六
二
石
九
斗
五
升
、
案
川
村
凹
ヒ
石

（
現
犬
山
市
）
で
、
い
ず
れ
も
丹
羽
郡
内
で
、
父
祖
の
居
城

掛
合
城
（
現
岩
倉
市
）
も
阿
部
内
に
あ

っ
た
。
し
か
し
、
文

様
凹
年
八
月
に
秀
吉
が
尾
張
の
武
士
た
ち
に
与
え
た
領
地
の

6 



大
半
は
、
丹
羽
郡
内
に
あ
り
、

一日川
出
・
案
川
両
村
が
津
川
正

成
川
に
と

っ
て
特
別
に
ゆ
か
り
の
深
い
土
地
で
あ

っ
た
か
ど
う

か
は
今
後
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

こ
う
し
て
臼
臣
秀
古
か
ら
他
の
尼
恨
衆
と
差
を
つ
け
ら
れ

た
沖
川

A

止
慌
で
あ

っ
た
が
、
五
年
後
の
山
長
五
年

三
六

O

O
）
の
関
ヶ
原
の
戦
い
の
際
に
は

一
八
才
と
な

っ
て
お
り
、

京
市
に
参
加
し
て
、

他
の
出
張
衆
と
と
も
に
先
鈴
と
し
て
市

附
し
た
こ
と
が
、
同
じ

「家
部
川」
の
小
に
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
結
以
が
文
乃
2
の
松
平
忠
古
米
印
状
写
と
な

っ
て
現
れ

た
の
で
あ
る

慶
長
六
年
五
月
期
日
付
松
平
忠
吉
朱
印
状
写

附
ヶ
即
戦
後
、
徳
川
家
版
の
問
川力
松
平
忠
古
（

一
五
八

O

i
一
六

O
じ
）
は
、
武
内
服
岩
城
主
か
ら
尼
張
消
須
城
主
と
な

っ
て
、
出
張
の
大
半
を
傾
向
と
し
て
与
え
ら
れ
た
。
し
た
が

っ
て
、
戦
前
か
ら
の
厄
張
衆
の
ほ
と
ん
ど
は
松
平
忠
吉
に
仕

え
る
こ
と
と
な

っ
た
松
千
忠
計
は
、

翌
店
長
六
年
五
月
洲

口
付
の
朱
印
状
で
、
武
蔵
忍
城
主
時
代
か
ら
の
家
臣
と
尾
張

衆
に
領
地
を
給
与
し
、
後
く
れ
て
、
六
月
二
四

・
二
五
日
付

の
朱
印
状
で
、
新
た
に
消
須
で
百
出
さ
れ
た
家
臣
た
ち
に
領

地
を
給
う
し
た
。
尼
張
衆
は
、
新
参
の
家
臣
に
も
か
か
わ
ら

ず、

川
米
の
家
臣
と
同
じ
に
似
わ
れ
る
好
迦
を
う
け
た
わ
け

で
あ
る
。
そ
の
尼
張
衆
は
、
兼
松
正
吉

・
沢
井
雄
重

・
生
駒

利
盟
ら
で
、
忠
古
に
よ
り

「尾
張
組
」
と
い
う
部
隊
に
編
成

さ
れ
た
・

亡一
人
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
中
に
、
沖

旧
新
卜
郎
正
慌
も
い
た
こ
と
は
、
こ
の
忠
士口
朱
印
状
写
や

「松
平
山主
u
分
限
帳
」
（
山
医
長
八

・
九
年
こ
ろ
成
立
）
に
明
ら

か
で
あ
る
。

店
長
六
年
に
松
平
忠
古
が
家
臣
た
ち
に
領
地
を
与
え
た
際

の
朱
印
状
は
、
知
行
宛
行
状
の
形
式
（
領
地
が

一
ヶ
所
の
み

の
場
合
）
と
、
知
行
方
目
録
の
形
式
（
領
地
が
二
ヶ
所
以
上

の
場
介
）
と
の
こ
磁
の
形
式
が
あ
る
が
、
津
間
正
成
川
宛
の
朱

印
状
は
後
者
に
あ
た
る
。
ま
た
、
「店
長
六
年
五
月
州
日
」
の

日
付
が
二
行
で
占
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
み
て
、
紙
を

ね
り
が
み

般
に
二
つ
折
り
し
て
使
間
し
た
、
「折
紙
」
の
形
態
で
あ

っ
た

と
批
定
さ
れ
る
。
正
慌
に
与
え
ら
れ
た
領
地
は
、
家
川
村
が

十

m尼
淵
村
（
現
白
山
）
に
伴
わ

っ
た
ほ
か
変
化
が
な
い

厄
張
衆
の
う
ち
、
派
松
正
t
H

（二
」ハ

O
O打
）
、
沢
片
雌
屯

（三

O
o
ofh）
、
生
駒
利
目
（
二
O
O
O石
）
ら
、
相
地
が

一一
i
三

O
O
O石
級
の
も
の
は
、
－
枚
の
紙
を
折
ら
ず
に
川

た
亡
が
み

い
た
、
「竪
紙
」
の
形
態
で
山
U
K
H
朱
印
状
が
山
さ
れ
た
の
に
対

し
、
津
川

Twd
（六

一
O
行
）
、
坂
片
利
口
（
三
八
O
打
）
、
亦

林
掃
部
（
二
O
八
石
）
ら
、
阿
川
地
が
数
円
行
級
の
も
の
に
は
、

折
紙
の
米
印
状
で
川
さ
れ
た
と
い
う
走
は
あ
る
し
か
し
、

．
 

津
田
正
椛
宛
の
米
印
状

η
の
文
一一
一
円は、

「八
七
吋
被
傾
知
行
也
」

（
傍
点
令
官
）
と
あ
る
よ
う
に
、
「
弔
な
表
引
が
さ
れ
て
い

る
。そ

の
後
の
津
田
新
十
郎
家

山
区
長
卜
二
年
（
・
L

ハ
O
じ
）
の
松
平
忠
じ
け病
死
後
、
代
わ

っ
て
市
須
城
主
と
な

っ
た
徳
川
義
山
（
徳
川
家
保
九
引
）
に
、

津
田
正
慌
は
、
引
き
続
き
し
ハ

一
O
行
で
札
え
た
。
滞
主
義
山

か
ら
、
尼
恨
の
名
門
と
し
て
正
慌
が
催
遇
さ
れ
た
こ
と
は
、

『上
林
訂
姻
』
の
沖
間
新
卜
郎
・
一
家
系
訴
の
記
引
に
よ

っ
て
知

ら
れ
る
。

沖
間
正
慌
の
子
、
信
明
は
川
人
・
領
地

一
O
O
O石
ま
で

昇
進
し
た
が
、
そ
の
後
に
益
子
相
続
が
つ
づ
い
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
江
戸
時
代
後
半
は
領
地
山

O
O石
に
留
ま

っ
た
。
沖

田
信
市
が
、
わ
ざ
わ
ざ
家
伝
文
乃
を

「家
訴
」
に
引
川
し
た

の
は
、
先
制
に
比
べ
て
不
遇
な
同
家
の
、
名
門
の
子
係
と
し

て
の
誇
り
を
示
し
た
か

っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

津
田
新
十
郎
家
文
山
内
と
し
て
わ
ず
か
二
週
の
文
許
を
紹
介

し
た
に
過
き
な
い
が
、
津
田
新
卜
・
叫
ん
家
と
い
う
尾
張
衆
の
が

例
を
紹
介
し
、
州
民臣
秀
吉
に
よ
る
出
張
衆
形
成
の
過
程
を
多

少
な
り
と
も
明
ら
か
に
で
き
た
と
思
う
。
今
後
も
、
機
会
が

あ
れ
ば
、
編
纂
物
所
収
の
文
代
日
の
紹
介
に
努
め
て
い
き
た
い
。

（
文
武

・
下
村
）

（註）

三
山池山川
一郎
縦
『州リ川M
A片
山
』
ぱ
入

A
H
N州
」

（

l
）
 

印
状
V
J
は
、
同
日
対
に
よ
い叫縦
で
あ
る

E
t
H
I
L
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表
紙
は
、
紺
地
に
唐
草
と
虫
の
模
様
の
金
欄
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
題
按
は
、
金
粉
を
散
ら
し
た
斐
紙

に
、
さ
ら
に
金
泥
で
竜
が
描
か
れ
た
も
の
。
そ
こ
に
、

「
桐
壷
」
以
下
の
各
巻
名
が
、
漢
字
ま
た
は
平
仮
名

で
記
入
さ
れ
て
い
る
。
見
返
し
は
、
布
目
の
斐
紙
に

金
箔
紙
を
重
ね
、
さ
ら
に
草
花
模
様
の
地
紋
が
施
こ

さ
れ
て
い
る
。
料
紙
は
布
目
の
斐
紙
で
、
江
戸
時
代

の
初
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
小
型
本

な
が
ら
、
こ
の
撃
聞
な

『源
氏
物
語
』
は
、
高
貨
な

女
性
の
所
用
に
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『源
氏
物
語
』
は
、
紫
式
部
に
よ

っ
て
著
わ
さ
れ

た
、
平
安
朝
物
語
文
学
の
最
大
傑
作
で
あ
る
が
、
本

書
は
、
藤
原
定
家
が
校
訂
し
た
写
本

「
青
表
紙
本
」

系
統
の

『源
氏
物
語
』
で
あ
る
。
尾
張
徳
川
家
で
は

八
宮
良
純
入
道
親
王

ご

六

O
三
1
六
九
）
の
筆
と

伝
え
ら
れ
て
き
た
た
め
、
「
八
宮
本
源
氏
物
語
」
と
呼

ば
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

良
純
入
道
親
王
は
、
後
陽
成
天
皇
の
第
八
皇
子
と

し
て
生
ま
れ
て
、
幼
い
こ
ろ
「
八
宮
」
と
呼
ば
れ
た
。

五
才
で
浄
土
宗
知
恩
院
に
入
り
、
慶
長
十
九
年
（

一

六
一

四
）
に
親
王
宣
下
を
受
け
た
。
つ
い
で
、
徳
川

家
康
の
猶
子
と
な
り
、
元
和
五
年
ご
六

一
九
）
初

（表紙口絵解説）．表紙さまざま

代
知
恩
院
門
跡
良
純
入
道
親
王
と
な

っ
た
。
し
か
し
、

寛
永
二
十
年
（

一
六
四
三
）
甲
斐
園
に
流
さ
れ
た
。

万
治
二
年
（

一
六
五
九
）
に
許
さ
れ
て
、
京
都
に
帰

っ
た
が
、
還
俗
し
て
以
心
庵
と
号
し
た
。
後
陽
成
天

皇
は
書
に
堪
能
で
、
そ
の
皇
子
た
ち
、
後
水
尾
天
皇
、

内
ぷ
ひ
ろ

の

ぷ

た

だ

近
衛
信
尋（
近
衛
信
表
養
子
）
も
書
に
秀
で
て
い
た
。

良
純
法
親
王
も
、
当
代
の
能
筆
家
の

一
人
に
数
え
ら

れ
た
と
伝
え
る
。

八宮本源氏物語 54lllt 

江戸時代初期写

(15.3×ll.7cm) 

本
書
は
、
金
文
字
で
「
八

宮
良
純
親
干
爾
筆
源
氏
物
語
巴

と
記
さ
れ
た
、

塗
箱
に
納
め

ら
れ
て
い
る
。
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